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東
京
都
公
共
図
書
館
の
書
誌
的
活
動

安

藤

菊
　
二

〆

　
読
書
子
に
と
っ
て
怨
に
よ
り
、
の
関
心
事
は
、
お
そ
ら
く
、
目
下
自
分
の
求
み
’

つ
つ
あ
る
資
料
が
、
芝
こ
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
で
い
る
が
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
　
　
　
　
ド
　
、
，

　
国
立
。
県
立
の
図
書
館
に
あ
っ
て
は
、
お
㊧
む
ね
完
備
し
た
蔵
書
目
録
を
刊
．

卜
し
、
読
書
子
に
そ
の
恵
を
頒
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
東
京
都
の
区
立
図
書
館

に
お
い
て
印
刷
さ
れ
光
自
館
の
蔵
書
目
録
を
持
っ
て
い
る
館
と
い
え
ば
蓼
々
数

え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
酒
利
用
者
の
多
く
ぼ
、
・
蔵
書
目
録
の
整
備

さ
れ
て
い
る
国
会
図
書
館
や
目
比
谷
図
書
館
へ
雲
集
す
る
と
い
う
奇
現
象
を
見

せ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
東
京
都
の
下
町
に
あ
る
必
共
図
書
館
は
、
‘
関
東
大
震
災
に
遭
遇
七
て
い
る
の

で
、
そ
の
収
書
は
お
の
ず
か
ら
昭
和
以
降
に
局
限
ざ
れ
て
い
る
に
，
し
て
も
．
ナ

で
に
半
世
紀
に
わ
だ
る
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
量
は
僅
少
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ

る
コ
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ハ
蔵
書
目
録
の
編
刊
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
ゼ
，

る
た
め
に
、
開
架
室
に
出
さ
れ
て
い
る
以
外
の
書
物
は
、
空
し
く
書
庫
に
死
蔵

せ
ら
断
て
、
充
分
な
活
用
が
な
さ
れ
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
も
も

っ
た
い
な
い
話
で
あ
る
冶

、
人
手
不
足
の
現
況
か
ら
見
て
、
各
館
に
蔵
書
目
録
編
成
の
た
め
の
人
員
を
割

く
余
裕
の
な
い
こ
と
は
判
っ
て
い
る
が
、
確
固
た
る
方
針
さ
え
立
て
ば
、
一
実
施

不
可
能
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
が
ら
で
は
覧
る
ま
い
。

「
．
将
来
、
功
堅
ど
こ
ろ
の
区
立
図
書
館
の
す
べ
て
が
刊
行
さ
れ
た
蔵
書
目
録
を

保
有
す
る
に
い
た
っ
た
暁
に
は
馬
収
書
の
大
概
を
展
望
す
る
こ
ど
が
可
倦
と
な

り
、
連
絡
体
制
の
拡
充
強
化
に
資
す
る
こ
と
多
大
な
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ

う
。
図
書
の
貸
出
し
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

’を

d
視
す
る
あ
ま
り
忙
、
基
礎
作
業
老
し
て
の
書
誌
活
動
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

かっ

ｻ
う
し
光
反
省
に
立
っ
て
、
私
は
こ
こ
に
v
東
京
の
図
書
館
界
の
歩
み
を
’

書
誌
活
動
の
面
か
ら
観
察
七
て
み
よ
う
と
ナ
惹
。
，

蘭、

s
立
日
比
谷
図
書
館
の
書
誌
活
動

　
　
目
算
谷
図
書
館
は
酒
明
治
四
一
年
（
一
九
σ
入
）
「
一
月
東
京
都
に
お
け
る

　
最
初
の
通
俗
図
書
館
と
し
て
開
館
し
え
。
開
館
当
初
の
蔵
書
数
ぼ
，
一
一
万
五
千

　
曝
露
。
次
正
四
年
に
は
、
御
即
位
の
大
禮
の
際
の
こ
下
賜
金
十
万
円
を
基
金
と

“
し
て
、
、
そ
の
利
子
を
も
っ
て
、
年
々
江
戸
開
府
以
来
の
凍
京
関
係
資
料
の
聚
集

　
に
着
手
し
、
大
正
一
〇
年
一
〇
月
に
は
館
報
『
市
立
図
書
館
と
其
の
事
業
』
を

’㌧

A
醗
禦
姉
妹
三
見
市
山
一
図
魂
．
館
3
プ
諾
－
と
ル
て
の
活
動
を

　
　
之
の
館
繋
当
時
の
市
立
爵
書
落
指
導
し
、
虐
発
し
育
成
し
た
功
三
三

　
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
そ
の
こ
ろ
布
立
図
書
館
と
坪
ば

一
一
三

，
「



れ
て
い
た
東
京
の
図
書
館
は
、
大
正
＝
一
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
大
災
厄

を
被
り
、
麹
町
二
橋
・
外
神
田
・
日
本
橋
・
面
国
・
京
橋
・
月
島
－
・
昔
南
・

，
浅
草
・
本
所
・
中
和
・
深
川
㊨
＝
一
館
は
貸
出
図
書
の
一
部
を
残
し
て
一
挙
に

灰
儘
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
図
書
館
が
復
興
す
る
過
程
に
あ
っ
た
昭

和
初
期
に
は
東
京
の
市
立
図
書
館
の
書
誌
活
動
は
，
一
に
日
比
谷
図
書
館
の
双
肩
・

に
懸
っ
て
い
た
し
、
先
報
『
市
立
図
書
館
之
其
の
事
業
』
は
、
東
京
の
図
書
館

の
代
三
者
と
し
て
孤
軍
奮
闘
の
形
で
あ
っ
た
か
ら
、
・
力
の
入
れ
方
も
お
の
ず
か

ら
違
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
編
集
は
主
と
し
て
、
図
書
館
学
と
そ
の
実
務
に
、
・

深
い
造
詣
の
あ
っ
た
竹
内
善
作
氏
が
当
り
、
昭
和
一
四
年
ま
で
に
七
六
号
を
重

ね
て
い
る
。
水
準
の
高
い
回
報
で
、
瞥
見
し
た
だ
け
で
も

　
　
児
童
図
書
分
類
目
録
　
　
　
ヒ
　
8
号
（
二
年
＝
月
）

　
　
原
著
訳
書
対
照
図
書
目
録
－
　
2
2
～
2
6
号
（
一
三
・
九
～
一
四
・
一
）

　
　
　
．
小
説
の
部
、
其
一
独
逸
、
．
其
二
仏
蘭
西
、
其
一
二
英
米
　
中
田
一
良

　
　
大
正
大
震
火
災
に
関
す
る
図
書
目
録
　
　
（
Z
・
T
）
、
2
3
号
（
一
三
・
一
〇
）

　
　
経
済
論
叢
分
類
索
引
　
　
　
　
　
2
5
号
（
一
五
・
四
）

　
　
憲
政
に
関
す
る
図
書
目
録
　
竹
内
善
作
　
3
7
号
（
一
五
・
一
〇
）
．

な
ど
、
三
目
な
お
役
立
つ
目
録
や
論
文
が
数
多
く
載
っ
、
て
い
る
。

　
日
比
谷
図
書
館
で
は
、
そ
の
間
遂
次
増
加
図
書
目
録
を
刊
行
し
て
い
た
と
み

え
て
、
－
大
正
＝
二
年
に
増
加
目
録
第
四
七
・
五
六
号
と
し
て

　
一
、
江
戸
時
代
小
説
目
録
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
・

を
特
輯
し
、
以
後
、
昭
和
一
四
年
ま
で
に
、
次
の
よ
う
－
な
目
録
を
編
集
刊
行
し

て
、
東
京
誌
料
の
持
つ
重
要
性
を
示
し
て
来
た
。

　
2
、
演
劇
展
覧
会
目
録
　
第
一
回
，
，

　
3
、
「
歌
舞
伎
興
行
略
年
表
　
第
一
篇

　
護
、
演
劇
展
覧
会
目
録
　
　
第
二
回
　
大
正
一
四

5
、

　
6
、

　
、
7
．
江
戸
風
俗
年
中
行
事
展
覧
会
目
録

　
　
　
柳
亭

　
　
　
　
　
種
彦

　
8
、
諺
駈
詰
轟
記
念
祭
陳
列
目
録

　
9
、
螺
駈
明
治
文
化
資
料
展
観
書
目

　
1
0
、
江
戸
城
建
築
史
料
展
覧
会
目
録

　
・
1
1
、
江
戸
城
建
築
年
表

　
1
2
、
江
戸
城
物
か
た
り

　
1
3
、
・
京
橋
区
史
料
展
覧
会
目
録
‘

　
1
4
、
大
東
京
関
係
逃
馬
且
録
　
地
誌
之
部

　
1
5
、
往
来
物
展
覧
会
出
陳
目
録

　
1
6
、
東
京
誌
料
図
書
目
録

　
　
　
　
（
東
京
市
立
図
書
館
と
其
事
業

　
こ
れ
ら
の
目
録
は
、

、
が
、
新
井
白
石
関
係
資
料
総
覧
の
よ
う
に
、

も
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
一
二
年
遅
は
、

　
近
藤
記
念
海
事
財
団
文
庫
目
録
　
一
冊

　
　
文
五
二
頁

を
刊
行
し
た
。
こ
の
文
庫
は
、
昭
和
一

歌
舞
彼
興
行
儲
年
表
　
第
二
篇
　
　
大
正
一
四

　
二
世
鶴
屋
南
北
之
部
．

新
井
白
石
関
係
文
献
総
覧
（
東
京
学
頭
特
別
調
査
）

大
正
一
五

大
正
一
五

昭
和
二

昭
和
三

昭
和
三

昭
和
四

昭
和
四

　
昭
和
七

昭
和
一
〇

＼

大
正
一
五

　
　
　
風
俗
年
中
行
事
之
部
　
昭
和
一
四

　
　
　
　
　
　
第
七
六
号
）

多
く
は
展
覧
会
の
た
ぬ
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
時
間
を
か
け
た
資
料
索
引
の
編
集

単
行
の
文
庫
日
録
と
し
て
、

　
　
　
　
邦
文
八
三
頁
、

’
索
引
二
六
頁
、
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
忙
、
近
藤
記
念
海
事
財
団
が
、
そ

の
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
設
立
し
た
文
庫
で
、
基
本
図
書
三
入
管
三
三
を
収

集
し
て
、
東
京
市
に
寄
附
を
申
出
た
の
で
、
主
著
谷
図
書
館
の
特
別
収
書
と
し

て
保
管
し
、
永
く
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ナ
事
変
が
太
平
洋
戦
争
に
拡
大
し
、
敗
色
よ
う
や
く
覆
い
難
く
な
っ
た
昭

幽
二
四｝



、

和
一
九
年
、
同
館
で
は
蔵
書
の
疎
開
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
戦
火
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
か
光
学
者
の
文
庫
を
購
入
し
て
、
西
多
摩
の
農
村
に
疎
開
し
た

が
、
二
〇
年
五
丹
、
疎
開
作
業
中
に
爆
撃
を
受
け
て
、
不
幸
に
も
近
藤
海
事
文

庫
の
過
半
を
失
い
、
館
も
ま
た
焼
亡
し
て
、
疎
朋
す
る
に
か
た
ら
な
か
っ
た

、「

J
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
財
団
文
庫
」
も
、
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
の
寄
贈
さ
れ
た

、
「
目
英
文
庫
」
も
一
残
り
の
総
て
の
蔵
書
と
と
も
に
烏
有
に
帰
レ
て
し
ま
ヶ
と

い
う
不
運
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
戦
火
収
ま
り
、
終
戦
後
の
混
乱
か
ら
立
直
っ
た
同
量
で
は
、
、
疎
開
に
よ
っ
て

戦
火
か
ち
救
っ
た
文
庫
の
整
理
に
着
手
し
、
応
急
の
措
置
ど
し
て
謄
写
印
刷
に

よ
る
『
東
京
誌
料
目
録
』
三
冊
を
印
刷
し
て
、
読
書
子
の
更
望
に
こ
た
え
、
三

五
年
ご
ろ
か
ム
三
下
次
本
格
的
な
文
庫
目
録
の
逆
行
を
開
始
し
た
。

　
戦
後
旧
館
で
刊
行
し
た
目
録
類
を
表
示
す
れ
ば
、
，

1
、
東
京
都
墨
黒
ハ
図
書
館
郷
土
資
料
総
合
目
録
　
昭
三
五

編
集
、
日
比
谷
図
書
館
刊
　
活
版
八
七
・
ご
八
頁
：

2
、

3
、

4
、

5
、

東
京
誌
料
分
類
目
録
そ
の
一

同
　
　
，
　
　
　
そ
の
二

三
，
　
　
　
書
名
索
引
（
一
般
図
書
篇
）

加
賀
文
庫
目
録
　
　
・
、

加
賀
豊
三
郎
守
旧
蔵
書
。

　昭昭昭
lt　＝　＝＝
　ノ六：五：四

，
「
館
長
協
議
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
ほ
ど
書
物
の
払
底
せ
ぬ
時
代
に
、

　
　
投
じ
て
集
め
た
だ
け
に
、
江
戸
文
芸
に
関
す
る
奇
籍
珍
書
に
富
む
。
　
・
　
、
、

6
、
諸
橋
文
庫
目
録
　
　
　
　
　
　
昭
三
七
　
活
版
一
四
五
・
三
九
・
入
省

7
、
」
市
村
文
庫
目
録
　
、
　
　
　
昭
三
入
　
活
版
雪
踏
一
・
、
大
回
・
入
唐

　
　
東
京
帝
大
教
授
、
東
洋
史
学
の
重
鎮
で
あ
？
た
市
村
羊
次
郎
博
士
・
の
旧
蔵
書
目
録
。

　
　
漢
籍
、
朝
鮮
本
、
そ
れ
に
博
±
の
郷
里
茨
城
県
郷
土
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
・

活
版
二
三
五
頁

〃
　
三
〇
三
頁

〃
，
＝
一
入
頁

〃
潤
沢
な
資
金
を

x．

t

8
、
参
考
図
書
目
録
　
和
書

9
、
同
　
　
　
　
　
洋
書

1
0
、
井
上
文
庫
目
録
，

　
「
井
上
哲
次
郎
博
士
旧
蔵
書
目
録

　
　
五
一
六
点
を
収
め
る
。

　
　
青
淵
論
語
文
庫
目
録

　
　
江
戸
地
誌
の
目
録

　
昭
三
八
　
タ
イ
プ
口
入
○
頁

　
・
〃
　
、
タ
イ
プ
　
七
九
頁

昭
三
九
　
活
版
一
三
五
．
・
二
三
・
三
頁

和
漢
洋
に
わ
た
る
哲
学
宗
教
に
関
す
る
図
書
二

，
1
1
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
四
〇
活
版
四
五
・
入
頁

　
へ1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
四
一
　
〃

1
3
、
近
藤
記
念
海
事
財
団
文
庫
目
録
　
「
　
、
〃
　
　
活
版
三
五
・
六
四
頁

　
　
日
本
郵
船
株
式
会
社
社
長
近
藤
廉
平
氏
の
海
運
事
業
に
尽
さ
れ
九
大
き
な
功
績
を

　
　
顕
彰
す
る
目
的
で
集
め
ら
れ
た
収
書
’
四
千
余
点
の
吋
、
一
九
年
一
月
の
空
襲
で

　
　
そ
の
過
半
を
亡
な
い
、
僅
に
一
五
〇
〇
点
を
残
し
た
。
収
書
九
一
九
点
、
巻
頭
に

　
　
図
版
を
載
せ
る
。

1
4
、
実
藤
文
庫
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
四
一
，
活
版
　
図
版

　
　
早
大
教
授
実
藤
恵
秀
氏
の
収
書
　
A
、
中
国
人
の
東
遊
日
記
　
B
、
中
国
人
分
日
．

　
　
本
語
学
習
書
℃
、
漢
訳
さ
れ
た
a
本
書
籍
　
D
、
清
朝
末
期
の
新
学
全
書

　
　
　
E
、
西
洋
人
の
著
作
し
た
漢
文
書
．
F
、
中
国
靴
穿
の
雑
誌
な
ど
、
近
代
日
中
、

　
　
文
化
交
渉
史
に
関
す
る
、
一
え
が
た
い
資
料
が
集
め
ら
脚
て
い
る
。
収
載
部
数
二
⑤

　
　
二
④
点
。

1
5
、
特
別
賀
上
文
庫
目
録
　
諸
家
　
国
書
（
言
語
・
文
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
昭
四
三
　
活
版
、
画
版
　
六
七
・
四
・
三
二
頁

　
　
中
山
久
四
郎
博
士
の
中
山
文
庫
、
蜂
屋
茂
橘
の
蜂
屋
文
庫
、
国
語
学
者
安
藤
正
次

　
　
博
士
の
安
藤
文
庫
、
漢
学
者
岩
垂
功
徳
翁
の
岩
垂
文
庫
、
出
雲
神
宮
中
村
旧
臣
守

　
　
手
父
子
の
自
筆
稿
本
、
池
凪
亀
鑑
博
士
の
伊
勢
物
語
の
収
書
そ
の
他
を
収
め
た
目

　
　
録
。
収
書
二
一
七
一
部

1
6
一
特
別
買
上
文
庫
目
録
諸
家
・
国
書
（
総
記
・
其
の
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
四
四
　
一
四
〇
・
四
〇
頁

一
一
竃剛



な
ど
の
多
数
を
数
え
、
こ
の
ほ
か
、
，
戦
後
同
署
収
集
資
料
を
ま
と
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

1
7
、
雑
誌
新
聞
目
録
‘
和
文
編
〔
未
定
稿
〕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
昭
三
六
　
　
タ
イ
プ
　
入
四
・
二
σ
頁
．

1
8
、
現
代
歌
集
目
録
一
一
九
六
六
年
九
月
三
〇
日
現
在
　
　
，
．
・
　
．
、
．

1
9
、
蔵
書
目
録

2
0
、
同

2
1
、
向

　
　
　
　
　
一
九
六
七
、
活
版

一
九
六
〇
～
一
九
六
五

　
　
　
　
　
昭
四
三
　
　
〃

一
九
六
〇
～
一
九
六
五

人
文
科
学
・
芸
術
・
語
学
・
文
学

　
　
　
　
　
昭
四
四
　
　
〃

一
九
五
五
～
一
五
五
九
「

　
　
　
　
　
昭
四
五
　
．
〃

一
〇
二
頁

七
六
七
・
一
八
七
頁

六
七
二
・
．
一
＝
二
頁

六
四
六
・
＝
一
九
頁

　
2
2
、
東
京
都
公
立
図
書
館
新
聞
総
A
口
月
録
（
館
報
通
巻
九
三
号
抜
刷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
参
考
事
務
連
絡
会
」
唱
編
集
　
三
三
谷
図
書
館
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
四
四
・
　
ヤ
ー
　
　
　
　
　
　
二
九
頁

「
・
2
3
、
－
映
画
目
録
　
一
九
六
九
年
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
四
四
　
タ
イ
プ
、
　
　
・
　
一
入
四
頁

　
2
4
、
団
体
貸
出
図
書
目
録
（
年
六
回
刊
行
予
定
）
　
タ
イ
プ

を
編
刊
、
昭
和
四
四
年
に
は
「
館
長
協
議
会
」
で
編
さ
ん
し
た
『
東
京
都
公
共

図
書
館
略
史
』
　
（
一
・
九
六
頁
）
を
冊
行
、
四
五
年
に
は
『
研
究
紀
要
』
　
（
九
「

頁
）
を
創
刊
し
た
。
こ
め
ほ
か
、
閲
覧
用
索
引
と
し
て
、
　
「
件
名
か
ら
引
く
参

考
文
献
目
録
」
・
「
人
名
か
ら
引
く
参
考
文
献
・
年
譜
索
引
」
・
・
「
判
例
集
目

録
」
・
「
社
史
・
団
体
史
目
録
」
・
「
文
学
作
品
語
句
索
引
」
・
「
遂
次
刊
行
物

総
目
次
お
よ
び
総
目
次
索
引
」
・
「
新
聞
記
事
索
引
」
雇
ど
を
作
成
し
て
閲
覧

者
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
な
う
な
ど
、
書
誌
的
作
業
を
一
手
に
引
受
け
て
、
中
央
館

と
し
て
の
実
力
と
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
。
　
　
…
　
　
、
．
　
　
昌

　
．
日
比
谷
図
書
館
め
書
誌
的
活
動
と
い
え
ば
、
・
月
報
h
ひ
び
や
」
を
発
行
し
、

，
館
の
経
営
運
営
に
数
点
の
有
益
な
指
針
を
与
え
て
い
る
こ
の
功
績
も
ま
た
逸
す

籍
る
こ
と
が
で
ぎ
、
な
い
α
月
報
「
ひ
び
や
」
は
昭
和
三
三
年
創
冊
以
来
、
，
今
年
で

通
巻
一
〇
二
号
を
算
す
る
。
汀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
、
、
、

　
　
こ
の
ほ
か
に
も
、
日
比
谷
図
書
館
の
行
な
っ
て
い
る
重
要
な
活
動
に
「
回
覧

会
の
開
催
」
が
あ
り
、
．
『
展
覧
目
録
』
の
印
行
が
あ
る
。
館
で
は
戦
前
が
翫
東

京
誌
料
に
よ
る
展
覧
会
を
し
ば
し
ば
開
催
し
て
き
た
が
↓
誌
料
は
加
賀
文
庫
を

併
せ
て
．
．
ま
す
ま
す
充
実
味
を
加
え
、
昭
和
四
〇
年
か
ら
こ
の
三
三
に
よ
り
、
一

，
前
後
四
回
に
わ
た
っ
て
江
戸
資
料
展
と
明
治
前
期
の
東
京
の
展
覧
会
を
行
な

い
、
多
数
の
参
回
忌
を
動
員
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
．
そ
の
つ
ど
配
布
さ
，
れ

た
、
写
真
入
り
の
解
説
目
録
が
旨
東
京
誌
料
の
解
説
目
録
乏
し
て
別
個
の
役
割
「
一
－

を
果
し
イ
い
謹
と
忙
注
目
し
た
い
．
　
　
…
　
　
　
　
　
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
二
、
三
三
公
共
図
書
館
の
書
誌
活
動

　
　
　
イ
、
蔵
書
月
録
の
刊
行
，
、
　
、
　
　
＝
　
　
　
　
・
　
「
　
　
’
「
．

　
東
京
都
の
第
一
線
図
書
館
た
る
、
’
区
・
市
立
図
書
館
の
行
な
っ
て
い
る
書
誌

的
活
動
は
馬
館
の
性
格
上
、
日
比
谷
図
書
館
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
便
宜
上

表
示
し
て
み
る
と
次
頁
の
表
の
ご
と
く
で
あ
る
∵

　
こ
う
し
て
一
覧
し
て
み
る
と
、
．
蔵
書
目
録
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
・
一
、
．
二
の

図
書
館
を
除
い
て
、
き
わ
め
て
冷
淡
な
扱
い
を
し
て
い
る
こ
ど
が
明
瞭
に
看
取

で
き
る
。
多
忙
に
過
ぎ
て
、
こ
の
仕
事
に
ま
で
手
が
廻
り
か
ね
る
と
い
う
実
情

が
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
．

／

ノ



東
京
都
内
公
共
鴎
書
館
の
三
三
蔵
書
目
録

」

　
館

千
代
田

京
橋

名

「
鴎
外
記
念
本
郷

新
宿

台
東

墨
田
底
立
緑
・
三
盛
，

深
川

城
東

品
川

　
　
　
書
　
　
　
　
　
　
名

、
千
代
田
区
民
文
庫
綜
合
目
録
　
昭
和
四
〇
年
度
」

　
一
般
図
書
開
架
用
図
書
蔵
書
目
録
（
昭
4
3
L
・
4
～
昭
4
4
」
1
2
Y

　
こ
ど
憩
室
画
書
目
録
（
昭
4
3
「
・
4
～
昭
4
4
・
1
2
回

　
郷
土
資
料
目
録
．
，
　
　
・
　
　
～
　
　
　
　
　
／

、
同
」
　
　
　
（
増
補
改
訂
版
）

　
鴎
外
記
念
弓
蔵
三
目
目
」
録
　
昭
4
4
・
3
現
在
・

新
刊
図
書
目
録
　
昭
和
4
2

蔵
書
目
録
．
一
九
六
二

伺
　
　
　
　
　
漁
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

同
　
　
　
　
　
　
恥
3
．
、
「

郷
土
資
料
目
録
一
台
東
区
編
」

東
京
都
墨
田
区
立
図
書
館
増
加
図
書
綜
合
目
録
　
　
、

同郷
土
資
料
骨
録
、
　
「
恥
－

厨
　
，
’
、
、
　
’
　
恥
2

同
・
　
　
　
　
　
‘
恥
3
．
’
．
　
　
噛
、
、
、

永
井
荷
風
に
関
す
る
蔵
書
三
三

、
．
城
東
図
書
館
作
家
別
蔵
書
目
録
第
r
集

東
京
誌
料
情
報
．
第
一
号

東
京
地
域
資
料
目
録
第
一
・
第
二
三
面

41　35　33　34　35 52　39　38　37　43　44

　　　　　　　　　　　昭

44　38　45　・454040・　38’

42
’
－

タ
イ
プ

タ
イ
プ

〃〃活タ
イ
。
7

活”
一

〃〃〃．活〃

ρ

タ
イ
プ

〃

三
主
〇
五
　
」

二
一
五

’
三
六

一
〇
〇
・
三
三

＝
二
七
・
四
七

　
二
三
’

一
⑤
〇

一
六
九
．

ご
五
六

　
八
八

八
五

三
六
四

五
五

八
五
「

一
五
一

一
九
、
、

七
〇

一
〇
九

．
特
殊
分
類

七一



肝
黒
区
立
守
屋

中
野

三
三

、4目府練
野中馬

差
区

三
体
貸
出
用
図
書
目
録
　
第
二
版

児
童
基
本
図
書
目
録
　
第
一
分
冊
・
第
二
分
冊

主
要
参
考
図
書
案
内
　
人
文
科
三
編

・
郷
土
資
料
室
目
録
概
要

郷
土
資
料
室
目
録
　
昭
年
4
2
度
末
現
在

目
黒
区
立
守
屋
図
書
館
蔵
書
目
録

・
蔵
書
目
録

同
同
－三三

児
童
室
用
　
聖
噛

館
外
貸
出
三
聖
「
、

洋
書
（
昭
和
四
二
年
末
B
現
在
）
「
噛

一
般
図
三
二
分
冊
（
総
記
～
社
会
科
学
）

学
生
室
用
図
書
　
館
外
児
童
用

蔵
書
総
合
目
録

区
民
文
庫
目
録

・
郷
土
資
料
．
目
録

参
考
図
書
目
録

全
集
双
書
目
録

行
政
資
料
目
録

蔵
書
目
録

大
賀
文
庫
，
目
録

蔵
書
目
録

No－No第
1九　1一
　六　～集
・へ聖

付

昭
E
！

ノ、

一
九
七
〇

豊
島
区
文
化
財
一
覧

　
　
　
　
　
第
一
．
集
・
第
二
集
　
　
　
　
　
　
、
瓦

視
聴
覚
資
料
目
録
昭
四
三
（
牛
ズ
リ
↓
式
）

自
動
車
文
庫
目
録
第
，
一
集
　
昭
四
六

44　42　43　37　45　43　40　43　38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43

36　40　40　42　39　39　39
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

43　，39　40　42

　　　　　　　　　　　44

昭
39

孔
版

タ
イ
プ

〃〃〃

　
タ
イ
フ

　
〃

　
〃

　
〃．

〃孔
版

ぱ
　
〃

　
タ
イ
フ

　
〃

孔
版

活
「
．

活一
タ
イ
プ

タ
イ
フ

〃

　
六
七

　
三
五
・
五
七

　
五
九

　
一
七
　
、

、
九
六

九
冊
　
－
、

　
六
九

旧
四
一

　
八
九

三
五
七

一
六
六

三
六
七

　
六
五

一
〇
七

一，

齠
�
縺
C

　
八
、
一

　
五
二

、
二
＝
ハ

一
五
五
・
一
二
山
ハ

三
二八

一
’

／



　
し
か
し
、
は
た
し
て
こ
れ
で
よ
い
め
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
各
館
に
お
け
る
目

録
編
成
が
、
種
々
の
点
で
困
難
が
伴
な
う
と
い
う
の
な
ら
ば
、
、
館
ご
と
の
選
書
・

目
録
、
あ
る
．
い
は
部
門
別
蔵
書
目
録
の
提
出
を
求
め
て
、
．
遂
次
中
央
館
だ
る
目

比
谷
図
書
館
で
綜
合
目
録
を
作
成
す
る
の
も
」
法
で
あ
ろ
う
。
綜
合
目
録
の
便

利
な
こ
と
は
、
す
で
に
東
京
誌
料
や
新
聞
の
総
合
目
録
（
「
ひ
び
や
」
通
巻
九

三
号
）
に
よ
っ
て
証
明
済
み
で
あ
る
。

　
、
、
ロ
、
郷
土
資
料
の
刊
行

　
．
ど
こ
ろ
で
、
最
近
数
年
間
に
起
つ
，
た
著
る
し
い
現
象
は
、
都
心
三
二
、
三
の

図
書
館
で
、
収
集
資
料
を
駆
使
し
て
調
査
報
告
を
出
し
初
め
た
こ
と
で
あ
る
。

期
せ
ず
し
て
起
っ
た
こ
の
新
活
動
は
、
沈
滞
し
騰
ち
な
図
書
館
活
動
に
、
新
路

線
を
布
設
し
つ
つ
あ
る
点
で
す
こ
ぶ
る
注
目
に
価
す
る
。
，

　
〔
千
代
田
図
書
館
の
活
動
〕
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
、
，
　
　
　
　
　
，
、

，
千
代
田
区
教
育
委
員
会
で
は
、
最
近
矢
つ
ぎ
早
に
二
、
三
の
好
著
を
世
に
送

．
つ
た
。
　
「
　
　
　
ノ

　
一
、
千
代
田
図
書
館
八
○
年
三
　
　
　
一
　
　
昭
四
三
　
　
　
　
三
三
六
頁

　
、
2
、
明
治
百
年
を
語
る
古
老
の
つ
ど
い
　
　
　
昭
四
四
　
　
　
　
＝
ハ
一
頁

　
3
、
神
田
の
祭
そ
の
周
辺
　
　
　
，
　
　
　
　
昭
四
五
、
図
版
．
一
三
四
頁

　
と
竜
に
千
代
田
区
の
刊
行
に
な
っ
て
い
る
が
、
資
料
の
収
集
・
編
集
・
構
成

－
な
ど
の
霧
は
、
す
べ
悪
書
館
の
管
理
係
長
鈴
木
理
生
（
魏
）
氏
が
、
公

務
の
余
暇
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
っ
た
。
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
内
容
の
本
で
あ
る
．

が
、
中
に
は
一
ヵ
月
と
い
う
よ
う
な
き
わ
め
て
短
期
間
に
編
集
刊
行
が
な
さ
紅

て
お
り
」
無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
廻
さ
れ
て
い
る
鈴
木
氏
に
同
情
の
念
を

禁
じ
え
な
い
。

　
千
代
田
図
書
館
は
、
戦
前
駿
河
台
図
書
館
と
称
去
て
い
た
時
代
に
、
　
『
近
世

肖
像
索
引
』
の
ご
と
き
、
利
用
度
の
高
い
調
査
報
告
を
出
七
て
い
る
。
ぞ
う
し

た
伝
統
が
な
お
承
け
継
が
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
旨

　
〔
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
の
活
動
〕
こ
こ
で
ば

　
　
一
、
佃
島
年
表
　
，
　
　
　
　
’
昭
四
一
　
」
七
三
ゼ
一
三
頁

　
　
2
、
中
央
区
年
表
　
明
治
文
化
篇
　
昭
四
一
、
一
七
二
・
四
〇
頁
、
：

　
、
ε
、
三
三
区
年
表
　
大
正
世
相
篇
層
昭
四
六
　
一
九
三
・
一
〇
頁

・
を
刊
行
し
た
。
と
も
に
筆
者
の
片
手
間
の
編
集
で
調
い
わ
ば
中
央
区
史
の
跡
始

末
を
か
ね
た
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ズ
で
み
る
。

　
　
〔
港
区
立
三
佃
図
書
館
の
活
動
〕
　
，
旧
一
五
区
時
代
の
芝
・
麻
布
・
三
炭
三

区
を
合
併
し
て
成
立
し
た
本
区
に
は
、
寺
院
や
史
蹟
が
多
く
．
区
の
教
育
委
員

－
会
自
身
観
光
事
業
や
文
化
財
保
護
運
動
に
格
別
の
力
を
入
れ
て
い
る
。
、
そ
回
し

．
た
背
景
を
持
つ
三
田
図
書
館
忙
ほ
「
特
別
資
料
室
」
が
設
置
さ
紅
て
い
て
、
年
　
　
一

間
二
百
万
円
の
予
算
を
擁
し
、
俵
元
昭
氏
を
中
心
に
佐
藤
明
・
板
坂
達
麿
・
棚
　
二
九

橋
三
雄
氏
ら
が
参
画
し
て
積
極
的
な
書
誌
的
活
動
を
行
な
？
で
い
る
。
　
二
歩
、
一

進
ん
だ
資
料
紹
介
」
を
三
三
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
書
型
も
携
帯
の
便
を
考
慮
し

た
小
型
の
写
真
文
集
三
七
て

　
　
一
、、

2
、

3
、

4
、

5
、

明
治
の
港
区

読
・
明
治
の
港
区

戦
胤
乏
港
区

描
か
れ
た
港
区

同
　
　
，

中．上

頚
四
一

「
昭
四
三

昭
四
四

昭
四
五

昭
四
六

二
〇
七
頁

二
〇
七
頁

二
五
五
頁

一
六
五
頁

一
七
〇
溢

者
を
刊
行
し
、
収
集
し
た
文
芸
資
料
や
絵
画
資
料
を
惜
し
げ
も
な
く
投
入
し
「

て
、
資
料
の
公
開
普
及
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
現
場
と
直
結

し
、
土
地
勘
豊
か
な
第
一
線
図
書
館
の
持
味
を
充
分
生
か
し
た
も
の
と
三
七
て

よ
か
ち
う
。
そ
の
上
、
昨
年
は
『
東
京
都
港
区
近
代
沿
革
管
下
』
　
（
赤
坂
青
山



昭
四
五
　
一
七
四
頁
2
6
ス
2
2
）
を
編
諭
し
て
、
多
大
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
れ

・
は
収
集
し
た
地
図
を
活
用
し
て
、
地
区
と
地
番
の
変
遷
を
跡
ず
け
た
も
の
で
、

創
見
に
畜
む
ユ
ニ
ー
ク
な
業
績
と
七
て
学
界
か
ら
も
高
い
許
価
を
か
ち
得
た
◎

　
本
館
の
場
合
は
三
野
敏
な
俵
氏
の
企
画
力
と
実
行
力
が
、
、
教
育
委
員
会
を
動

か
し
、
そ
の
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る
特
異
な
ケ
レ
ス
で
あ
行
が
、
私
達
か
ち

言
え
ば
最
も
望
ま
し
い
体
制
で
あ
る
。
、

　
　
n
新
宿
区
立
新
宿
為
書
館
の
活
動
〕
本
館
の
郷
土
資
料
室
は
、
大
川
清
・
宮
、

寺
庚
一
の
両
氏
が
運
営
に
当
、
0
、
『
資
料
室
紀
要
』
と
し
て
、
今
日
ま
で
に

　
一
、
、
落
合
の
横
穴
古
墳
　
　
　
　
　
　
、
昭
四
二
、
二
〇
頁
図
版
一
〇
頁
，

　
2
（
三
多
摩
郡
の
内
藤
新
宿
　
一
九
世
紀
末
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
四
三
　
七
七
頁
　
地
図
．
】

　
3
、
江
戸
上
水
木
樋
（
本
四
収
蔵
の
）
　
昭
四
四
　
四
二
頁

、
4
、
神
楽
坂
界
隈
の
変
遷
（
江
戸
期
か
ら
大
正
期
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
昭
四
五
　
一
三
入
頁
・
地
図
一

・
5
、
、
四
谷
南
寺
町
界
隈
　
　
　
昭
四
六
　
入
五
頁
・

の
王
報
告
を
刊
行
し
て
い
る
。
都
心
部
と
違
っ
て
深
陥
や
写
真
に
乏
し
い
代
り

に
、
か
つ
て
の
宿
場
や
盛
り
場
を
持
ち
、
高
名
な
文
士
の
居
住
地
の
多
い
地
区
・

の
特
性
を
捉
え
て
、
古
老
を
歴
訪
し
て
蓋
明
な
記
録
を
作
成
し
て
い
る
努
力
に

見
習
う
べ
き
点
が
多
い
。
か
よ
う
に
、
地
域
資
料
の
収
集
に
つ
と
め
て
い
る
区
♂

立
公
共
図
書
館
が
、
曲
り
な
り
に
も
新
路
線
を
開
い
た
こ
と
は
一
つ
の
進
歩
で

あ
っ
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ど
こ
の
図
書
館
で
も
こ
う
し
た
地
域
資
料
の
紹
介
・
書

誌
に
カ
を
割
い
て
も
ち
い
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
ん
ど
う
・
き
く
じ
　
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
．

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「




